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 ■ 大阪・関西万博のレガシーを未来へ継承 ■ 

学生会館の建替に着手へ 
～ 大屋根リングの一部を再現した新エントランス～ 

関西大学ではこのたび、課外活動拠点として長年利用されてきた学生会館「誠之館（せいしかん）群」の建替
計画を始動します。本事業では、大阪・関西万博のシンボルである「大屋根リング」で使用された木材を活用し、    
新たなエントランス空間を整備します。万博レガシーを学生の日常空間へと継承するとともに、多様な学びと  
交流を生み出す新たな学生拠点として整備し、2029年 3月（予定）の完成を目指します。 

 
 

 

■ 課外活動の新たな拠点として学生会館「誠之館群」を再整備 

誠之館は、文化会・学術研究会・体育会などの課外活動団体の活動

拠点として利用されている学生会館群です。現在千里山キャンパス内

には 2号館から 8号館までが設置されていますが、このうち 2号館・

3 号館・5 号館については建設から半世紀以上が経過し、施設の老朽

化や活動スペース不足が課題となっていました。学生の自主性や社会

性を育む教育環境の充実を図るため、建替計画を進めていきます。 

■ 多様な出会いと価値創造を生み出す「キャンパス・コア」 

新施設のコンセプトは「アクティブ・グリーンヒル・キャンパス」。

建築面積約 3,100㎡、延床面積約 22,000㎡、高さ約 45ｍ、地上 11階

建ての鉄骨造施設として整備します。象徴的なエントランス空間をは

じめ、すべての学生・教職員が利用できるトレーニングジム、共通講

義空間、音楽・スポーツなどの活動機能、部室・活動拠点などを配置

し、課外活動の有無を問わず、すべての学生が集い交流できる環境を整えます。多様な人や活動が交わることで、

新たな出会いと挑戦が生まれ、新たな価値が創出される交流拠点を目指します。 

■ 大阪・関西万博の理念と記憶を未来へ継承 

本事業の大きな特徴は、大阪・関西万博のシンボルである「大屋根リング」の一部を再現する点にあります。

新施設では、回遊動線の起点となるエントランス空間において、その木材を活用し、「多様でありながら、ひとつ」

という大屋根リングの理念を継承します。木材の再利用を通じて、解体後もその価値や記憶を次世代へ引き継ぐ

とともに、資源循環や環境負荷低減に寄与するサーキュラーエコノミーの実践を目指します。また、国産材活用

の促進や地域活性化にも貢献し、本学の SDGs 推進を象徴する施設として整備を進めます。

 

▼ 学長 高橋 智幸 コメント 

誠之館は、学生同士が出会い、新たな挑戦や学びを生み出す場です。本計画では、課外活動の有無を問わず多様

な学生が集い、交流と成長を育む環境を整備します。大阪・関西万博には、本学も教育・研究・学生活動などさ

まざまな形で参画してまいりましたが、その理念や経験を日常のキャンパスへと継承し、次代を担う学生の成長

と新たな価値創造につなげていきます。 

▼ 理事長 芝井 敬司 コメント 

大阪・関西万博のシンボルである大屋根リングには、「多様でありながら、ひとつ」という大切な理念が込められ

ています。本学は、その理念と記憶を一過性のものにせず、教育の場を通じて未来へつなぐとともに、学生だけ

でなく万博を訪れた多くの方々にも、その価値を感じていただける場として活かしていきたいと考えています。

今回の取り組みが、万博レガシー継承の新たなモデルとなることを期待しています。 
＜次ページあり＞ 
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・ 地上 11階・高さ 45メートル・延床面積約 22,000㎡の新たな学生会館を整備 
・ すべての学生が集い、出会いと交流を通じて新たな挑戦や価値創造が生まれる交流拠点を形成 
・ 大阪・関西万博のシンボル「大屋根リング」の一部を再現。その理念や価値、記憶を継承 
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＜ 新・誠之館イメージ ＞ 



2 
 

 

＜事業概要＞ 

計画名称 誠之館群建替計画 

所在地 関西大学千里山キャンパス（大阪府吹田市山手町 3-3-35） 

階数 地上 11階 

高さ 約 45ｍ 

建築面積 約 3,100㎡ 

延床面積 約 22,000㎡ 

主な機能 大屋根リングの一部を再現したエントランス、トレーニングジム、共通講義空間、 

音楽・スポーツ活動機能、部室・活動拠点 

解体工事 2026年度内完了予定 

着工 2027年 4月予定 

竣工 2029年 3月予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【報道機関の皆さまへ】 
本件に関する完成予想 CG、施設イメージ画像、動画素材等をご用意しております。 
掲載・放送等をご希望の場合は、貴社名、ご担当者名、ご連絡先、掲載・放送予定媒体名をご記載のうえ、 
kouhou[at]ml.kandai.jp （[at]を@に変換してください）までメールにてご連絡ください。 
確認後、素材データのダウンロード URLをご案内いたします。 
 

この件に関するお問い合わせ先 
関西大学 総合企画室 広報課  担当：小林、伊地知 
〒564-8680 大阪府吹田市山手町 3-3-35 Tel.06-6368-0007  Fax.06-6368-1266  
www.kansai-u.ac.jp 

＜ 現・誠之館 2号館（解体予定） ＞ ＜ 現・誠之館 3号館（解体予定） ＞ 

 

＜エントランスイメージ／大屋根リングの木材をそのまま利用し、そこで使われていた木組みと貫工法を再現＞ 

http://www.kansai-u.ac.jp/

